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自身の身体をメディウムとして捉え、登山や
自然に介入した時の感覚をきっかけにスケー
ル感や時間軸の差異をアウトプットしたイン
スタレーション作品を制作。
歩く、泳ぐ、登るという連続する動作の中で
起こる身体感覚の変化から見える世界観を
表現している。自身の視点の変化の過程を
観察し「環境や土地との関わり方」を作品の
テーマとして制作をしている。

訪れた場所・体験した事象を核に制作してい
ます。時を経るごとに、曖昧で不鮮明になっ
ていく記憶を、色彩で補いながら、透層／積
層／増殖させ、蓄積／侵蝕する画面を主題と
しています。自分自身の記憶の位置軸がどこ
にあるのか、絵画の中で見つめています。

毒で輪郭を滲ませ、美しいものを依り代に
日々の備忘録を綴る。事柄も想いも伝わら
なくとも、元より伝えるつもりがなくとも、そ
れらを無かったことにはしたくない。ただ、そ
れだけ。

絵画を描くという制作行為の内にある、素
材・技術の構造や関係性を捉え直し、絵画
制作をモチーフにした絵画作品という可能
性を模索、実践しています。
デジタルメディア、生成AIと共に視覚体験の
形が変容し続ける今日に、絵具で描かれる具
象絵画への新しい向き合い方を考えます。

植物や天体など、自然界の物をモチーフに
することが多い。手で描いた質感によって画
面に視線の流れが生じることを意図してい
る。また、絵にしか成しえないことがしたいの
で、大和絵や浮世絵など日本の絵画のよう
な平面的な絵画空間を作りたいと考えてい
る。色彩はCGやネオンといった現代的なも
のや、南国の鳥や昆虫のように鮮やか且つ柔
らかく発色するように意識している。

それまでは、「人間」と同様に「地球」や「宇
宙」も生き物として捉えていた。

星々の動きに
地球の形に
人間の頭部の形に

 『円環』を見出していた完璧な世界。
科学の進歩に隠されてしまった「神秘」に思
いを馳せ、
繋ぎ止めておく方法を探していきたい。

年々、家族や友達と出掛けた思い出が私の
中で高騰しています。この価値は上がること
はあっても下がることはないでしょう。
今回はキャンバスから切り離されてできた舟
が、行く先々で何を見て何を運んでくるのか
を描くことにした。

世界は絶えず、形を変えている。触れたそば
から崩れ、名づけた途端にすり抜けていく。
いつかどこかにあったかもしれない風景を、
仮に立ち上げてみる。

視覚メディアを横断しつつ、多視点の空間、
または鏡や水といったイメージを用いること
で、拡張する場を探っている。

ストーリーやメッセージをなるべく排除して
純粋な形を作ることを目標に、自然物のモ
チーフと人工的な形を組み合わせて大きな
立体を作成しています。

網戸・蚊帳・障子枠などを支持体に、刺繍糸
で風景を描き重ねることで、「風景の中の境
界」や、「奥性」と「間」の在り方を探っていま
す。近作では、内と外をつなぐ曖昧な緩衝地
帯として、旅館の「広縁」とその旅にまつわる
風景や薪能をモチーフに作品を展開してい
ます。

こんにちは、田中充です。久しぶりのアラカ
ルト展の出品になります。皆さんよろしくお願
いします。

絵を描く延長線上で立体的な作品を作って
います。具体的には長い棒の先に小さな風
景を描いたり、丸く膨らんだような形体に生
き物のような毛並みを描いたりしています。
そうやって「モノ」としての印象と「絵画」とし
て鑑賞したときの作品のイメージが交錯した
らおもしろいのではないかと思っています。
最近は、自分や多くの人の頭の中にある曖昧
な「ザ・絵画」のイメージをフィギュアみたい
に実現化したくなって、そういう試みをしてい
ます。どれもこれも自分は絵だと思ってつ
くっていますが、どうなのかなと思いながら
いろんな作品を作っています。あなたが思う
絵画のイメージを教えてほしいです。

古いもの、渋いものが好きです。旅先の景色
やお土産、その土地で育まれた歴史や文化
から作品の着想を得たり、雑貨屋や骨董市
で見つけた小物をモティーフにしています。
絵の具に砂を混ぜて、漆喰壁のようなザラ
ザラした質感を作ることで、時間の流れやノ
スタルジアを感じることができるような作品
作りを心がけています。よろしくお願いいた
します。

状況を作品にするように、一度決められたタ
イトルと紐付いたオブジェクトとを分離して
みる。門番と繕い

動物を擬人化することによって人間の行い
の異質さの表現を第一のテーマに絵描いて
います。カエルを擬人化していますがこれ
は、全身に毛が無く、水陸生きて行ける、変
体の最終形のカエルは人間で言う所の成人
ですが擬人化によってコミカルになるその無
邪気な姿を地球上で最も知恵がありながら
自由気ままに生きている人間の姿との共通
点として選びました。カエルによる人間の行

動を客観的に
見ることによっ
てその姿に異質
さや共感を見て
もらえたらと思
います。

ふたつ以上のものができあがることを制作の
前提としている。作られたものは、他の対象
と関係することを条件として、決定的になる
ことを避けるよう機能する。作られたものが
「作品（＝表現）」と呼ばれるか、「デザイン
（＝再現）」と呼ばれるかは些細な問題で、そ
こに支配関係はもうない。ある種の作為が達
成されるならば、「家具」を作っても、「花」を
選んでもいい。もしかしたら「会話」でも「運
動」でもいいかもしれない。

千葉県生まれ。人間やわたしが生きていく為
に最低限もしくは過剰に摂取、あるいは窃取
する人間以外の動植物らのことなどを絵な
どかきながら考えている。

記憶の中の光や音など、日常の中で実際の
熱や力を持たないものに感じる「リアリティ」
にまつわる制作を行っています。

米を通して、日本人の価値観、歴史、宗教感
などについて考えています。昨年、父が他界
した際、普段から信仰のない宗教や風習で
葬儀をしたことに疑問を持ちました。私の個
人的な葬儀プランを提案することで、宗教感
を考えることの必要性を問い直します。

引っ越しをしたり、子が大きくなったり、新し
い事は描きたいものを増やしてくれるなと思
います。機を逃さないように描きたいと思い
ます。
前回登場した目の生活者も増えています。

生活の中で見つけた身近な自然の美しさを
モチーフに絵を描いています｡
画布の凹凸を活かしながら絵の具を重ねて
いくことで､淡い色彩と独自の質感で味わい
深い作品になるように制作しています｡

̶ 変化する景色と自分との関わりを探りながら
制作をしています。

前回出品した時の作品は、電線が区切った
空を、それぞれ好きな色や意図した色で色
面構成をした作品でした。今回はその色面
を、剥がしてみることにしました。剥がしたそ
の断片が空色の薔薇に、剥がれた空からは
何が見えるか、空想は続きます。

4月、5月にぐんぐん繁る勢いのあるみどりに
初夏を感じるころ、季節を問わずあまり変わ
らない姿で、じっとずっとしている。大抵は常
緑樹で作られることが多い、いけ垣。人の視
線を遮る用途などであちこちに存在しなが
ら、それ自体が見られることはあんまりない。
けれど、よく見るとちょっとユニークな姿か
たちだったりする。葉っぱを版画でたくさん
刷って貼り合わせて、作品として“見られる存
在”にしてみる。作り始めた昨年、いけ垣の存
在は「気になるアイツ第1位」だったものが、
いま、自動車免許取得の最中では、見通しの
悪い交差点を構成する「ニクいアイツ第1
位」として、私の注目を集め続けています。

版画技法を通して体と場所、記憶、言語につ
いて考えている。
風景や場所の表面に刻まれた痕跡や記憶を
再訪し、版画的な言語を使い、作家の体を
通して解釈・切り分け・誤訳（揺るが）させ、
新たな／隠れたイメージを現出させる試みを
行っている。

「作品と場所」に纏わる思考とアプローチが
核となっている。
制作環境、展示空間で起きる特有の事象を
メディウムとして捉え、作品を介し鑑賞者や場
に対して多角的なアプローチを試みている。
近年は国内外のファッションシーン、カル
チャーシーンを解析した作品が多く、文化と
いう軸の中で生活の中にある等身大の「人と
作品の距離感」を模索している。
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